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はじめに                             

SILICON SOFTWARE 社ソフトウェア RunTime 5.x 

本マニュアルは SILICON SOFTWARE 社 RunTime5.x マニュアルです。 

microDisplay RunTime5.x による接続カメラの画像キャプチャや、SDK の詳細な説明は、別紙各マニュアルを参照してく

ださい。 

 

ハードウェアのインストール 

インストールする PC の電源を OFF にした状態で microEnable III シリーズまたは microEnable Ⅳシリーズのフレームグ

ラバーボートを PC に差し込みます。 

 

ボード 必要な PC スロット 

microEnable III 

microEnable III XXL 

PCI Slot 32 bit / 33 MHz   

PCI Slot 64 bit / 33 MHz   

PCI Slot 64 bit / 66 MHz 

microEnable IV-BASE x1 (-CL, -PoCL) 

microEnable IV-FULL x1 

microEnable IV-AS1-PoCL 

microEnable IV-AD1-CL (-PoCL, -mPoCL) 

microEnable IV-VD1-CL 

PCIe (PCI Express) x1  

PCIe x4  

PCIe x8   

PCIe x16 

microEnable IV-FULL x4 

microEnable IV-GigE x4 

microEnable IV-AD4-CL 

microEnable IV-VD4-CL 

microEnable IV-AQ4-GE 

microEnable IV-VQ4-GE 

PCIe (PCI Express) x4  

PCIe x8  

PCIe x16 

 

 

 

microEnable Ⅳシリーズのボードは PCI-express(x1、x4、x8、x16)で動作しますが PC によっては x16 の I/F がグラフィ

ックカード専用となっているものもありますので、PC の販売元にご確認下さい。 

 

ソフトウェア対応 OS は以下の通りです。 

 

・Windows XP 32bit 版 

・Windows XP 64bit 版 

・Windows Vista32/64bit 
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1. RunTime 5.x                          

「RunTime 5.x」をインストールします。 

CD-ROM を 挿 入 し 、 任 意 の ド ラ イ バ 以 下 に あ る 「 RuntimeSetup_v5.1.0a_IA32.exe 」 (64bit OS の 場 合 は

「RuntimeSetup_v5.1.0a_AMD64.exe」)をクリックします。 

 

※「RuntimeSetup_v5.1.0a_IA32.exe」「RuntimeSetup_v5.1.0a_AMD64.exe」は現在の最新インストーラです。 

 

特に設定を修正する必要がない場合、「Next」をクリックして作業を進めてください。 

 

 

インストールパスを選択します。 

 

注意 

OS は Microsoft Windows Vista 32bit/64bit または Microsoft Windows XP 64bit の場合、システムのアクセス権限によっ

て、インストールパスをユーザーフォルダーに設定する必要がある場合があります。 

 



 

 

5 

 

インストールされるコンポーネントを選択します。 

 

 

推奨するコンポーネント： 

 Update device drivers 

 MicroDisplay application 

 Documentation 

 SDK examples 

 Support for microEnable IV GigE boards 

 Modules for Cmake build system 

 Microsoft Visual sutdio Redistribution Package 

オプショナルコンポーネント： 

 Install acquisition アプレット s for legacy frmae grabber usage 

 この項目を選択すると、microEnable IV シリーズの流用するためのアプレットフォルダーは作成されます： 

  …¥SiliconSoftware¥Runtime5.1¥dll¥mE4basex1 

  …¥SiliconSoftware¥Runtime5.1¥dll¥mE4fullx1 

  …¥SiliconSoftware¥Runtime5.1¥dll¥mE4fullx4 

  …¥SiliconSoftware¥Runtime5.1¥dll¥mE4gigex4 

 

 

特に設定を修正する必要がない場合、「Next」をクリックして作業を進めてください。 

「Install」ボタンでインストールを開始します。 
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上の画面が出たら、「Yes, restart my computer now」を選択し、「Finish」をクリックして PC を再起動します。 

再起動を後で行う場合には「NO, I will restart the computer later」を選択します。 

次の手順を行うため、必ず PC を再起動してください。 
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2.ドライバーインストール           

 

PC の電源を OFF にした状態で PC のスロットにフレームグラバーボード挿し、PC を起動します。Windows が新しいハ

ードウェアを検出します。 

 

 

 

 

新しいハードウェアの検索ウィザードが始まります。 

“一覧または特定の場所からインストールする(詳細)(S)“を選択し、「次へ」をクリックします。 
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“検索しないで、インストールするドライバを選択する”を「次へ」ボタンをクリック

します。 

 

 
 

「ディスク使用」ボタンをクリックします。 

 

 

「参照」ボタンをクリックします。 
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「Runtime 5.x」をインストールしたフォルダ 

 ¥Runtime5.1¥drivers 

を選択します。 

デフォルトのままインストールした場合は下記フォルダに 

 C:¥Program Files¥SiliconSoftware¥Runtime5.1¥drivers 

 

 

microEnable III シリーズの場合は「menable3.sys」を選択し、それ以外の場合は「me4drv.sys」を選択します。 

 

 

次のダイアログで「OK」をクリックします 
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「次へ」をクリックします。 

 

 

 

ハードウェアのインストール画面が表示されますので、内容を確認後「続行」をクリックします。 
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インストールが終了すると、ウィザードの終了画面が表示されます。 

「完了」をクリックして、コンピュータを再起動してください。 

 

 
※microEnable IV シリーズの場合、デバイスマネージャは「me4drv.sys」を使用し、microEnable IV シリーズの各種類

のフレームグラバーを認識しますので、microEnable IV BASE x1、microEnable IV FULL x1、microEnable IV FULL x4 は、

それぞれ microEnable IV AD1、microEnable IV VD1、microEnable IV VD4 に認識されます。 
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3.ファームウェアアップデート方法              

 

ファームウェアフラッシャ 

「スタートメニュー」→「Siliconsoftware」→「runtime5.x」→「FirmwareFlasherMe4」を起動します。 

 

 

 

 

 

 

microDiagnosis 

 

 

ボードを選択し、ファームウェアのファイルのパスを選択します。ウインドウ中央部分にある「Filename」の右にある

をクリックします。 
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ファームウェア更新ウインドウ 

 

 

 

 

 

Firmware ディレクトリ下にあるボードタイプディレクト下にあります hap ファイルを選択して開くを押します。 

(microEnable IV Basex1 であれば Basex1) 
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ファームウェアファイルを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「FLASH」ボタンをクリックします。更新に数 10 秒かかります。 
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ファームウェア更新中画面： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新成功した画面： 
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終了すると、終了のメッセージが表示されます。 

 

PC の電源を完全に落とし、10 秒くらい待ちます。 

※PC の電源を完全に落とさないと更新されません。） 

 

 

再度 PC を再起動します。 

FlasherMe4 を起動して Firmwareware のバージョンを確認します。 

Version が更新されていれば正常に更新された事になります。 
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4.microDisplay の起動                  

 

デスクトップのショートカットをダブルクリックするか、 

スタートボタンより 

「プログラム」 → 「SiliconSoftware」 → 「Runtime5.0」→ 「microDisplay」をクリックして「microDisplay」を起

動します。 

 

 
microDisplay 起動画面 

 

 

microDisplay を起動すると上図のようなウインドウが表示されます。 

・ ｢Restore Previous State｣：前回終了時と同じ設定で起動します。 

・ ｢Load アプレット｣：新しく画像取込みの設定をします。 

・ ｢Load Configuration File｣：設定ファイル(.mcf ファイル)を読み込みます。 
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5. microDisplay                                            

5-1. Load Hardware アプレット画面 

 

microDisplay 起動時に｢Load アプレット｣を選択するとアプレット選択画面が表示されます。 

 

 

microDisplay Hardware アプレット画面 

 

 

5-1-1. microEnable IV シリーズ 

 

DualAreaBayer12 

・Bayer フォーマットのカラーエリアカメラの 2 台取込み 

 

DualAreaGray16 

・モノクロエリアカメラ 2 台取込み 

 

DualAreaRGB48 

・RGB フォーマットのカラーエリアカメラ 2 台取込み 

 

DualLineGray16 

・モノクロラインカメラの 2 台取込み 

 

DualLineRGB30 

・RGB フォーマットのカラーラインカメラの 2 台取り込み 

 

FullAreaGray8 

・Full Configuration のモノクロエリアカメラの取込み 
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FullLineGray8 

・Full Configuration のモノクロラインカメラの取込み 

 

MediumAreaGray16  

・Medium Configuration のモノクロエリアカメラの取込み 

 

MediumAreaRGB36 

・Medium Configuration の RGB フォーマットエリアカメラの取込み 

 

MediumLineGray16 

・Medium Configuration のモノクロラインカメラの取込み 

 

MediumLineRGB36 

・Medium Configuration の RGB フォーマットのカラーラインカメラの取込み 

 

 

 

5-1-2. GigE Vision 準拠 

 

QuadAreaBayer24 

・Bayer フォーマットのカラーエリアカメラの 4 台取込み 

 

QuadAreaGray8 

・モノクロエリア 8 ビットカメラ 4 台取込み 

 

QuadAreaGray16 

・モノクロエリア 16 ビットカメラ 4 台取込み 

 

QuadAreaRgb24 

・RGB フォーマットのカラーエリアカメラ 4 台取込み 

 

QuadLineGray8 

・モノクロライン 8 ビットカメラの 4 台取込み 

 

QuadLineGray16 

・モノクロライン 16 ビットカメラの 2 台取込み 

 

QuadLineRgb24 

RGB フォーマットのカラーラインカメラの 4 台取り込み 
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5-1-3. microEnable III 
 

 Single Dual Medium 

 
エリアスキャン 

 
microEnable III 
microEnable III-XXL 

Single Area Bayer  
Single Area Gray  
Single Area Gray 2D Shading  
Single Area RGB 
Single Area RGB Separation  

Dual Area Gray  
Dual Area RGB  

 

 
エリアスキャン 

 
microEnable III-XXL  

Single Area Gray 12 XXL  
Single Area Gray 2D Shading 
12 XXL  
Single Area RGB 36 XXL  

Dual Area Bayer XXL  
Dual Area Bayer 12 XXL  
Dual Area Gray 12 XXL  
Dual Area RGB 36 XXL  

Medium Area Gray 12 XXL  
Medium Area RGB 36 XXL  

 
ラインスキャン 

 
microEnable III 
microEnable III-XXL 

Single Line Gray  
Single Line RGB  

Dual Line Gray  
Dual Line RGB  

 

 
ラインスキャン 

 
microEnable III-XXL  

Single Line Gray 12 XXL  
Single Line RGB 36 XXL  

Dual Line Gray 12 XXL   
Dual Line RGB 36 XXL  
Dual Line RGB Shading 
XXL  

Medium Line Gray 12 XXL  
Medium Line RGB 36 XXL  
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5-2. アプレット選択とロード 

使用するアプレット（①）を選択します。 

アプレットを選択すると画面中央下部（②）にあるロードボタンがアクティブになります。 

 
アプレット選択 

 

ロードボタンをクリックすると選択したアプレットがロードされ、カメラを接続しているポートが緑色に表示されます。 

 

 
アプレットロード後 

 

ロードされたら、「Close」ボタンをクリックし、「Load Hardware アプレット」画面を閉じます。 

 

① 

② 
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5-3. カメラパラメータの設定 

ハードウェアアップレットの読込みが終了したら microDisplay でのパラメータ設定を行います。 

画面左中央のパラメータウインドウ（⑦）でカメラパラメータの設定を行います。 

 

 

カメラパラメータ設定画面 

 

 

 

①ツールバー 

 ：アプレットの新規読み込み 

 ：設定ファイル(.mcf ファイル)の読み込み 

 ：設定ファイル(.mcf ファイル)の保存 

 ：LUT (Look Up Table)の設定 

 ：シェーディング補正の設定 

 ：ホワイトバランスの設定 

 ：Global セッティング (PortA , B 共通のセッティング) 

 ：アイコン情報 

 ：Window コントロール ( ｢Cascade｣｢Tile｣｢Cockpit Right｣｢Cockpit Left｣ ) 

 

①ツールバー 

②画像表示領域 

③ポート別操作アイコン 

④ステータス表

 

⑤ボード& 

ポートステータス 

⑥スタート& 

ストップ 

⑦パラメータ

ウインドウ 

⑧パラメータ 

詳細ウインドウ 
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②画像表示領域 

取込まれた画像をリアルタイムで表示します。 

 

③ポート別操作アイコン 

：取り込み方法選択 ( ｢Image：１枚取り込み｣｢Sequence：連続取り込み｣ 

｢AVI：AVI 形式で取り込み｣｢Replay：再生｣ ) 

 ：画像取り込み開始 

 ：画像取り込み停止 

 ：取り込み画像の保存(8bit 画像以外は.RAW 形式でのみ保存可能です) 

 ：取り込み画像表示スライド 

  ：画像の拡大、縮小表示 

 

 ：ヒストグラムの表示 

 

 ：Local セッティング 

 

④ステータス表示 

 ：カメラステータス 

 ：FVAL 

 ：LVAL 

 ：トリガステータス 

 ：メモリステータス 

 

⑤ボード＆ポートステータス 

ボードのどのポートがアクティブ(パラメータ変更が可能な状態)かを示します。また、カメラが認識されている場合には

｢Port A｣｢Port B｣の表示が緑色で、認識されていない場合には赤色で表示されます。 

 

⑥スタート&ストップ 

アクティブとなっているポートの取り込みを開始、停止します。 

 

⑦パラメータ設定 

画像取り込みにおける主なパラメータを設定します。設定を入力するにはパラメータ名を右クリックまたは、値をダブ

ルクリックして下さい。以下に主なパラメータの説明をします。 

 



 

 

24 

Display 

・Width：取り込み画像の水平解像度 

・Height：取り込み画像の垂直解像度 

・XOffset：X(水平)方向のオフセット値 

・YOffset：Y(垂直)方向のオフセット値 

 

CameraLink 

・Format：取り込み画像の bit 数と CameraLink のタップ数の選択 

photonfocus 社カメラの Tap 数 

 

1Tap＝「MV1-D1312(I)-40」｢MV-D1024E-40｣｢MV-D752E シリーズ｣｢MV-D1024-28｣｢MV-D752-28｣｢MV-D640(C)-66｣ 

｢MV-D640(C)-33｣ 

 

2Tap＝「MV1-D1312(I)-160」「MV1-D1312(I)-80」｢MV-D1024E-80｣｢MV-D1024E-160｣｢MV-D1024-80｣｢MV-D1024-160｣

｢MV-D752-80｣｢MV-D752-160｣｢MV-D1024-TrackCam｣「DS1-D1312(I)-160-CL-10」 

8 または 10tap＝｢MV2-1280-640｣ 

 

・First Pixel：Msb または Lsb の選択 

・Pixel Format：8bit または 16bit の選択 

・Use DVAL：DAVL を用いるかどうかの選択 

 

Trigger 

・Mode：｢FreeRun｣｢Grabber Controlled｣｢External Trigger｣｢Software Trigger｣ 

 

モードの選択 

・Frames/Sec：｢Grabber Controlled｣｢Software Trigger｣モードにおけるトリガ周波数の設定 

・Exposure：トリガのパルス幅の設定 

 

⑧パラメータ詳細ウインドウ 

各パラメータの詳細が表示されます。このウインドウの値は書き換えることは出来ません。 
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5-4. カラー取り込み、シェーディング補正 

5-4-1. Bayer フォーマットのカメラの取り込み 

 

1)Bayer フォーマットに対応したアプレットを立ち上げます。 

2) 各パラメータを設定後、取込みボタンを押し、一度画像を取込みます。 

3) 取込み停止ボタンを押し、取込んだ画像が表示されている状態にします。 

4)  ボタンを押して、ホワイトバランス設定ウィンドウを呼び出します。 

5) ｢Bayer｣のパターンはカメラによってことなりますので、カメラのマニュアルを参照して下さい。 

6) ｢Auto Balancing｣ボタンを押すと自動で色調整が実行されます。 

自動調整で上手くいかない場合は｢Manual｣のパラメータに値を入力し微調整を行ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホワイトバランス設定ウインドウ 
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5-4-2. シェーディング補正(オフセット補正／ゲイン補正) 

シェーディング補正にはオフセット画像用の黒の参照画像とゲイン補正用の白参照画像が必要になります。以下にそれ

ぞれの参照画像を取込む際の注意点を記します。カメラの固定ノイズを除去することが目的であればオフセット補正の

みでも十分な効果が得られます。画素間の感度のバラツキを補正するためにはゲイン補正も行います。 

 

 

 

オフセット補正 

1) シェーディング補正に対応したアプレットを立ち上げます。 

 
シェーディングアプレット 

 

2) カメラの露光時間やゲインなどのセッティングを実際の取り込みと同じセッティングにします。 

3) レンズにキャップを被せるなどして、センサに光があたらない状態で画像を 1 枚撮り、保存します。 

この画像が基準の黒画像となります。保存する場所は｢デスクトップ｣などのような日本語の使われている場所は 

避けてください。 

4)  を押してシェーディング補正設定ウインドウを呼び出します。 

5) ｢Black Ref. Image｣に 3)で保存した黒画像を設定します。 

6) ｢Subtraction｣にチェックを入れて、｢Download｣、｢OK｣ボタンをクリックします。 

7) メインウィンドウに戻り、取り込みを開始すれば、オフセット補正の施された画像が取得できます。 

 

 

 

ゲイン補正 

8) Offset 補正が有効になっている状態で Gain 補正用の白参照画像を取り込みます。 

9) センサに一様に光があたっている状態で画像を１枚保存します。 

この時画像がサチレーションを起こさないように注意してください。 

10)  を押してシェーディング補正設定ウインドウを呼び出します。 

11) ｢White Ref. Image｣に 9)で保存した黒画像を設定します。 
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12) ｢Multiplication｣にチェックを入れて、｢Download｣、｢OK｣ボタンをクリックします。 

13) メインウィンドウに戻り、取り込みを開始すれば、オフセット補正とゲイン補正の施された画像が取得できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シェーディング補正設定ウインドウ 
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5-4-3. microDiagnose 
 

RunTime 5.x をインストールすると自己診断ソフト｢microDiagnose｣も同時にインストールされます。 

 

1) ｢License Board｣：ライセンスコードの入力が必要なアプレットを使用する場合にここでライセンスコードを入力し  

  ます。 

2) ｢Test Board｣：microEnable IV の動作のチェックとデータの転送速度の測定を行います。 

 

microDiagnose 画面 
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6.  ハードウェア説明                                            

 

6-1. microEnable IV シリーズ 

microEnable IV A シリーズ 

 AS1-PoCL AD1-CL AD1-PoCL 

スロット PCIe x1 PCIe x1 PCIe x1 
入力ポート 1 2 2 

バンド幅 200 Mbyte/s 200 Mbyte/s 200 Mbyte/s 
オンボードメモリ 128 Mbyte 128 Mbyte 128 Mbyte 

FPGA 処理 標準アプレット 標準アプレット 標準アプレット 
寸法 167.64 mm×111.15 mm 167.64 mm×111.15 mm 167.64 mm×111.15 mm 
重さ 110 g 115 g 117 g 

画像入力 CameraLink: 
1×Base 

CameraLink: 
2 x Base, Medium 

CameraLink: 
2 x Base, Medium 
PoCL SafePower 

入力コネクタ MDR コネクタ×2 MDR コネクタ×2 MDR コネクタ×2 

使用可能付属品 TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

動作温度 0°C - 50°C 0°C - 50°C 0°C - 50°C 
 

 

 AD1-mPoCL AD4-CL AQ4-GE 

スロット PCIe x1 PCIe x4 PCIe x4 
入力ポート 2 2 4 

バンド幅 200 Mbyte/s 750 Mbyte/s 750 Mbyte/s 
オンボードメモリ 128 Mbyte 256 Mbyte 256 Mbyte 

FPGA 処理 標準アプレット 標準アプレット 標準アプレット 

寸法 167.64 mm×111.15 mm 167.64 mm×111.15 mm 167.64 mm×111.15 mm 
重さ 115 g 123 g 136 g 

画像入力 CameraLink: 
2×Base, Medium  
PoCL SafePower 

CameraLink: 
2×Base, Medium, Full 

4×GigabitEthernet 

入力コネクタ SDR コネクタ×2 MDR コネクタ×2 RJ45 ジャック×4 
使用可能付属品 TTL トリガーボード 

OPTO トリガーボード 
TTL トリガーボード 

OPTO トリガーボード 
TTL トリガーボード 

OPTO トリガーボード 

動作温度 0°C - 50°C 0°C - 40°C  0°C - 40°C 
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microEnable IV V シリーズ 

 VD1-CL VD4-CL VQ4-CL 

スロット PCIe x1 PCIe x4 PCIe x4 
入力ポート 2 2 2 

バンド幅 200 Mbyte/s 750 Mbyte/s 750 Mbyte/s 
オンボードメモリ 2×128 Mbyte 4×128 Mbyte 4×128 Mbyte 

FPGA 処理 標準アプレット 
VA アプレット 

スマートアプレット 

標準アプレット 
VA アプレット 

スマートアプレット 

標準アプレット 
VA アプレット 

スマートアプレット 

FPGA ロジカルゲート 2,800 K ゲート 6,000 K ゲート 6,000 K ゲート 

寸法 167.64 mm×111.15 
mm 

167.64 mm×111.15 
mm 

167.64 mm×111.15 
mm 

重さ 117 g 123 g 136 g 
画像入力 CameraLink: 

2×Base/Medium/Full 
CameraLink: 

2×Base/Medium/Full 
4×GigabitEthernet 

入力コネクタ MDR コネクタ×2 MDR コネクタ×2 RJ45 ジャック×4 

使用可能付属品 TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

CLIO 
PixelPlant 

TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

CLIO 
PixelPlant 

TTL トリガーボード 
OPTO トリガーボード 

CLIO 
PixelPlant 

動作温度 0°C - 50°C 0°C - 40°C ** 0°C - 40°C 
 

 

 

 

microEnable IV コネクタ 

コネクタ タイプ 機能 特記事項 

カメラリンク 

ポート 
MDR-26 カメラリンク標準の 

カメラの接続 
VD1-CL,D4-CL, 

AS1-PoCL, AD1-CL, 
AD1-PoCL, 

AD1-mPoCL, AD4-CL 
GiGE ポート RJ45 ジャック GiGE 標準のカメラの接続 mE4 VQ4-GE, AQ4-GE 

CLIO Samtec 
QSE-060-01-L-D-A 

CLIO カードの接続 VD1-CL,VD4-CL 

PX-IF Samtec 
QSE-060-01-L-D-A 

ピクセルプラントインタ

フェースカードの接続 
V シリーズ 

TRIGGER 34 ピンフラット 
ケーブルコネクタ 

トリガーボードの接続 V シリーズ 
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microEnable IV シリーズコネクタ図 
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6-2. microEnable III シリーズ 

 

microEnable III スペック 

 microEnable III microEnable III-XXL 

スロット 64-bit / 66 MHz PCI 64-bit / 66 MHz PCI 
入力ポート 2 2 

バンド幅 248 Mbyte/s 248 Mbyte/s 
オンボードメモリ 96 Mbyte 96 Mbyte 

FPGA 処理 標準アプレット 
VA アプレット 

標準アプレット 
VA アプレット 

FPGA ロジカルゲート 300.000 gates 600.000 gates 
寸法 175 mm lenght x 107 mm height 175 mm lenght x 107 mm height 
重さ 125 g 125 g 

画像入力 CameraLink 2 x Base, Medium CameraLink 2 x Base, Medium 
 

 

 

microEnable III コネクタ 

コネクタ タイプ 機能 

CameraLink Port A 3M 10226-1210VE (MDR-26) カメラリンクコネクタポート A 
CameraLink Port B 3M 10226-1210VE (MDR-26) カメラリンクコネクタポート B 

CL_A 34 Pin Flat Cable Connector ポート A の CLIO モジュール接続 

CL_B 34 Pin Flat Cable Connector ポート B の CLIO モジュール接続 

ST1 26 Pin Flat Cable Connector トリガーモジュール接続(12 IOs) 

ST2 34 Pin Flat Cable Connector トリガーモジュール接続(16 IOs) 
（12 シグナルは ST1 と共用） 

PWR Molex 39-30-3035 PoCL 用外部電源 
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microEnable III シリーズコネクタ図 
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7.  ファームウェア更新履歴                                            

 

RunTime 5.1: 

 

microEnable IV-BASE x1 -CL / -PoCL / -miniPoCL: 7.85 (hex): 

- シャフトエンコーダーを使用するとき、シグナル B が維持している間、シグナル A が切り替えてしまう場合のフォー

ルトトレランスの改善 

- ラインカメラアプレットのトリガー信号識別はレベル識別からエッジ識別に改善 

 

microEnable IV- GigE x4: 1.18 (hex): 

- 安定性改善 

- Linux サポート改善 

 

 

RunTime 5.0.2: 

 

microEnable IV-BASE x1 (-PoCL): 7.83 (hex): 

- RAM 初期化改善 

- シリアル RGB モードサポート改善 

- 新しいレジスタ追加 

- DVAL 問題修正 

 

microEnable IV-FULL x1: 1.48 (hex): 

- ブリッジ FPGA と拡張 FPGA の内部コネクションを改善 

- シリアル RGB モードサポート改善 

 

microEnable IV-FULL x4: 1.20 (hex): 

- シリアル RGB モードサポート改善 
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8.  トリガーボード説明                                            

 

8-1 概要 

トリガーシステムによって、フレームグラバーの画像取得プロセスをコントロールします。外部イベントでカメラの画

像取得のタイミング、またはカメラからの画像を受け取る正確なタイミングを決めます。 

 

下図「トリガーシステム構成」はシグナルのチェーンを示しています。外部トリガーは各ポートにそれぞれ 4 つのイン

プットが使用可能です。外部トリガー信号はトリガーボードを経由し、フレームグラバーに接続します。 

トリガーアウトプットシグナルはフラッシュ、同期、デバッグなどに使用できます。 

 

 

トリガーシステム構成 

 

 

 

8-2 インプットシグナル 

外部トリガーのインプットシグナルは、フレームグラバーに使用されているアプレット（エリアスキャンアプレット、

またはラインスキャンアプレット）に応じて設定できます。 

エリアスキャンアプレットには、通常の場合は、1 つのトリガーインプットを使用します。 

デフォルトトリガーインプットシグナルはハイ(High)が有効です。 

 

次の表は各アプレットのデフォルト設定です。 

 

デフォルトピン エリアトリガー ライントリガー 

シングルカメラ 

アプレット 

デュアルカメラ 

アプレット 

シングルカメラ 

アプレット 

デュアルカメラ 

アプレット 

イメージトリガー 0 インプット 0 インプット 0 インプット 0 インプット 0 

イメージトリガー 1 na インプット 0 na インプット 0 

ライントリガー 0 na na インプット 1 インプット 1 

ライントリガー1 na na na インプット 1 

トリガーインプットシグナルデフォールトアサインメント 
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8-3 ピンコンフィグレーション 

 

 Pin # ポート A ポート B 

1 トリガー アウトプット 0 ポート A トリガー アウトプット 4 ポート B 

Flash Signal Flash Signal 
2 トリガー アウトプット 1 ポート A  トリガー アウトプット 5 ポート B  

エリアカメラ: イメージ トリガー (Ex Sync) エリアカメラ: イメージ トリガー (Ex Sync) 

ラインカメラ: ライントリガー (ExSync2) ラインカメラ: ライントリガー (ExSync2) 
3 トリガー アウトプット 2 ポート A トリガー アウトプット 6 ポート B 

エリアカメラ: HD Sync エリアカメラ: HD Sync 

ラインカメラ: ライントリガー (Ex Sync) ラインカメラ: ライントリガー (Ex Sync) 

4 トリガー アウトプット 3 ポート A トリガー アウトプット 7 ポート B 

ユーザーアウトプット (DigitalOut Bit#0) ユーザーアウトプット (DigitalOut Bit#0) 

5 nc nc 
6 GND GND 
7 nc nc 
8 +12V (外部設備のみ) +12V (外部設備のみ) 

9 +5V (外部設備のみ) +5V (外部設備のみ) 

10 nc nc 
11 トリガー インプット 0 ポート A トリガー インプット 4 ポート B 
12 トリガー インプット 1 ポート A トリガー インプット 5 ポート B 

13 トリガー インプット 2 ポート A トリガー インプット 6 ポート B 

14 トリガー インプット 3 ポート A トリガー インプット 7 ポート B 

15 GND GND 
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8-4. トリガーボード 

8-4-1. TTL トリガーボード 

TTL トリガーボードは外部トリガー入力用ボードです。 

 

 

microEnable IV 用 TTL トリガーボード 

 

 
microEnable III 用 TTL トリガーボード 
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8-4-2. Opto トリガーボード 

Opto トリガーボードは電子回路による画像取得の際の電子シェルターとなり、システムにおけるピーク電圧差を融合し

ます。高速トリガーシステムに使用します。 

 

 
microEnable IV 用 Opto トリガーボード 

 

 

microEnable III 用 Opto トリガーボード 
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8-5. TTL トリガーボード使用例 

エリアスキャンモノクロカメラを接続し、ポート A のインプット 0 を経由し、外部トリガーを使用するサンプルを説明

します。 

 

トリガーボードとフレームグラバーボートを接続します： 

 

 

 

フレームグラバーを PC の適切なスロートに装着し、トリガーボードは空いている位置に置きます： 

 

 

 

ピンコネクターを利用し、ピン 11 に 5 ボルトのトリガー信号を入れ、ピン 15 にグランドを接続します。 
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microDisplay は次のように設定します： 

ボード側で外部トリガーを使用しているので、「Trigger / Exsync」を「ExternTrigger」に設定します。 

トリガー信号に画像のキャプチャを同期させるため、「Exsync Enable」を「On」にします。 

入力ピンはピン 11 を使用しているため、「Trigger Input」→「Source」は「Input 0」を使用します。 
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9.  SmartApplets                                            

画像処理で標準的に使用されるファンクションをボードの FPGA へ最適化したハードウェアアプレットをアップロード

するだけですぐにオンボードプリプロセスを実現するのが Smart Applets。 

FPGA のプログラムは一切必要なく、最終的なソリューションを提供することで開発時間を短縮します。 

 

サンプル： 

 

 

上図の例は、microEnable IV VD4-CL 用サンプル「Blob_BAG8」のワークフローを表示しています。画像取得（緑）は最

大 12 ビットまでのグレースケール BASE コンフィグレーションカメラをサポートし、ガンマ、コントラスト、明るさの

補正は「LUT」（黄色）を使用します。メディアンフィルタ「MEDIAN」でノイズを低減し、32×32 周辺ピクセルをアダ

プティブメソッドで二値化処理（オレンジ）を行います。 

また、二値化処理は 2 つの方法で切り替え可能となっています（SW）。 

次に、2 重の 7×7 ピクセルのモフォロジ処理（エロード・ダイレーション）「MORPHO」（黄色）によって、ノイズは除

去されます。「BLOB」（水色）はイメージを二値化したオブジェクトに分割します。 

オブジェクトフィルタ「OBJECT FILTER」（青）は特徴抽出の設定によって、特定のプロパティを持つプロジェクトの 

み次の処理に渡します。 

DMA 転送は 2 つあります。一方の DMA には、境界ボックスの座標、面積、輪郭の長さと他のオブジェクトのプ 

ロパティを持つオブジェクトのリストを転送し、もう一方の DMA には、グレースケール画像を転送します。 

グレースケール画像は 2 種選択可能で、①二値化前のイメージ、または②形態処理後のイメージの間で切り替えること

ができます。 

 

注意事項 

microEnable IV VD1-CL・microEnable IV VD4-CL・microEnable IV VQ4-GE 

以上のモデルは予め標準ライセンスが付属していますので、ソフトウェアインストール後すぐに実行できます。 

標準ラインセンス「SmartApplets Base」は基本機能のライブラリへ対応しており、拡張した機能を持つライブラリ

「SmartApplets Extended」は別途のライセンスが必要です 
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10.  その他付属品                                            

10-1. CLIO 

CLIO モジュールはフレームグラバーからのインプットデータを複数台の PC に装着するフレームグラバーに分配し、分

散処理を行うことで、１台あたりの処理時間を短縮することができます。 

 

 
CLIO システム使用例 

 

 

CLIO モジュールによって、データを分散するには、2 つのパラメータを設定する必要があります： 

 

パラメータ 値範囲 デフォルト 説明 

ImgSelectPeriod 1～256 0 イメージシークエンス周期の長さ 

ImgSelect 1～256 0 周期の中に選択されるイメージの番号 

 

 

microEnable IV 用 CLIO ボード 
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microEnable III 用 CLIO ボード 
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10-2. Pixel Plant 

Pixel Plant は microEnable IV シリーズ用拡張ユニットです。 

 

  microEnable IV 

PixelPlant PX100 

microEnable IV 

PixelPlant PX200 

microEnable IV 

PixelPlant PX200e 

バンド幅（最大） 1 GB/s read + 1GB/s write 1 GB/s read + 1GB/s write 1 GB/s read + 1GB/s write 
オンボードメモリ 2 x128 Mbyte 4 x 128 Mbyte 4 x 128 Mbyte 

FPGA 処理 あり あり あり 

FPGA ロジカルゲート 1,600 K gates 4,000 K gates 4,000 K gates 
寸法 103.5 mm×80.6 mm 118.1 mm×95.2 mm 118.1 mm×95.2 mm 
重さ 48 g 67 g 82 g 

適用性 mE4 VD1-CL, mE4 
VD4-CL, 

mE4 Full x1, mE4 Full x4 

mE4 VD1-CL, mE4 
VD4-CL, 

mE4 Full x1, mE4 Full x4 

mE4 V シリーズ 

 

 

PixelPlant コネクタ図 

 

コネクタ タイプ 機能 

PX-IF Samtec QTE-060-03-L-D-A フレームグラバーコネクタ 

TRIGGER 34 Pin Flat Cable Connector トリガーボードコネクタ 
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改定履歴 

 

日 付 内 容 バージョン 

2010.9 初版 1.00 
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